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ゆ
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輕
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吉
ヲ
小
前
之
も
の
共
宅
ね
連
行
置
化
處
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廣
義
兵
衛
、
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雨
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村
之
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何
樣
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ケ
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し
か
し
ニ
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村
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例
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ら
見
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乂

こ

の
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も

何

等

か
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妥

協

に

到

達

し

た

，の
，
で

は

な

：
か

ら

う

か
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し

そ
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決
し
て
百
姓
侧
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滿
足
す
る
と
こ
ろ
で
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っ
た
ら
う
思
は
れ
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し
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さ
う
し
た
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姓
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滿
が
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貿
易
理
論
ム
國
際
間
に
於
け
る
資
本
移
動

0
間
題
は
從
來
殆
ん
ど®
ら
れ
な
か
つ
た
所
で
あ
，る
。
古
典
學
派
論
者
の
如
き
は
そ
の
賛 

易
理
論
を
建
設
す
る
に
當
つ
て

V

勞
働
と
典
に
資
本
の
.國
際
的
移
動
が
行
は
れ
な
い
事
を
前
提
と
し

.た0
:

國
際
交
為
の
現
象
は
彻
々
交 

換
と
本
質
的
に
何
等
變
り
の
な
い
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
、
資
金
：の
移
動
は
單
に
商
品
の
移
動
に

^
隨
し
て
起
る
現
象
と
し
て
の
み
考 

察
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
古
典
.學
派
貿
易
理
論
は
國
際
間
の
物
み
交
換
現
魚
の
說
明
と
し
て

.の

.比

較

生

産

費

原

理

國

際

價

値

論

か 

.ら
な
り
、
そ
れ
が
貨
幣
經
濟
下
に
.於
ホ
る
適
用
の
爲
め
に
は
貸
移
動
論
を

.以

て

補

足

し

た

に

.
過

ぎ

な

5

0

而
し
て
彼
等
が
斯
く
の
如 

，き
背
察
方
法
を
と
つ
た
事
は
：、
古
典
學
派
貿
思
理
論
が
他
面
に
於
て
國
際
貿
凝
ょ
り
生
す
る

.利
絲
評
懷
並
び
に
そ
の
當
事
國
間
へ
の
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'配
の
様
態
を
示
し
、
賈
慕
政
策
原
理
と
し
て
の
意
義
を
有
し
て
居
た
事
と
，重
要
な
關
係
が
，あ
る

0
 
,

.

.

併
し
乍
ら
十
九
世
紀
以
後
に
於
ダ
際
間
の
資
本
移
動
は
急
速
な
發
展
を
遂
げ
、
世
银
大
戰
に
基
く
戰
債

.賠
償
：の
問
題
は
や
が
て 

國
際
經
濟
關
係
に
參
人
の
影
響

Ar

與
へ
た
：？
斯
く
し
て
論
者
の
注
自
は
國
際
資
本
移
動
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.現
象
：
向
け
ら
れ
、
そ
れ
に
依
ク
て
引
起
さ 

れ
る
糧
々
複
雜
な
問
ま
が
、
未
だ
旦
つ

.て
見
ざ
る
熱
心
さ
を
以
て
論
豐
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
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に
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て
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ぼ

：れ
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論

爭

は

條

に

；̂

自

を

就

，̂

た

o
、'ぞ

化

ぱ

觸

な

が

癖

償

余

.支
拂

「

ぴ
爲
め
だ
、如何
に
し
て
撒
：
岀
超
過
を
：行び
得 

る、か

を

®

ウV
;

行
は
れ
た
ね
で
あ
る

O

V

1
シ

.ズ
に
依
れ

g

獨

k
r

の

輸

廣

過

は

輸

此

商

品

償

将

を

低

P

せ
.し

め

な

ホ

れ

.' 

ぱ

速

せ

ら

れ

.ホ

、
：
あ

ぜ

は

1

.にM
t

O

商

品

.に

對

す

る

諧

外

國

、の

需

要

條

仲

：に

揉

存

ず

る

も

の

で

あ

：る

と

云

を

；

即

あ

獨

乙

.商

品

に

對

す
 

る
.需
弾
力
性
が
大
な
る
場
合
に
於
て
の
み
，
卿
乙
は
輸
出
數
：
暴
の

.增

加

、に

依

ジ

；て
，輸

出

趙

過

た

ら

し

め

る

事

が

出

來

る

。

何

故

な
 

れ

ぱ

..若

し

！1§
:

要

の

⑩

カ

性

が

.づ

で

あ

.る
i

す

れ

ぱ

.、

.
'
.如

何

’に
，',輸

出

數

鸯

が

檢

伽

.し

た

と

し

：て
.もr.  

rv..

の
'槽

加

速

度

或

.ひ

は

そ

れ

以

上

..の

.
- 

速

族

を

'
以

て

輸

S

商

品

價

格

が

低

落

ず

る

露

め

に

V
輸

ぬ

艇

過

と

云

ふ

緒

果

は

得

ら

れ

な

い

。

然

も

獨

乙

れ

場

合

の

需

襄

.條

仲

は

，
輸

出
 

商

品

®

格

の

極

®

の
.低

下

に

依

つ

そ

の

み

金

，支

挪

の

め

.に

必

要

な

：輸

M

過

ど

生

ぜ

し

め

る

が

如

き

も

の

，，
で

あ

る

？

.：，
此

わ#

は

. 

云

：
ふ

迄

も.無

.く
觸
乙
に
と
つ

‘て
大
な
る
損
失
を
意
味
す
る

..
0即
ち
價

.格

®

下
の
紹
同

，
‘

1

，惯

将

で

多

く

の

商

品

を

輸

出

し

な

け

，れ 

ザ

な

ら

す

、
.翻

乙

は

物

々
交

換

條

仲

に

，於

て

非

常

に

不

.利

な

地

位

に

サ

ん

じ

な

け

れ

ば

.な

ら

な

5
0 

W
上
の
如
き
ヶ

i

ン

ズ

の

主

張

に

. 

對

ン

オ

I
 

"
:ン
は

.次

0

如

き

反

駭

を

加

へ

る

タ

>

1

シ
.ズ

は

、

お

C
M

i

に
.於

-て

獨"
n

3

が

..賠

償

金

を

ま

拂

ふ

場

合

に

そ

の

受

取

陶
 

へ

購

買

力

が

移

動

す

る

事

を

見

逃

し

て

居

る

。

即

ち

賠

償

金

の

支

拂

は

直

ち

に

購

買

力

を

も

格

動

せ

し

め

、

外

國

に

於

け

る

需

耍

增

加
 

と

獨

乙

に

於

け

る

需

要

減

退

と

云

ふ

現

象

を

シ

起

す

。

從

っ

て

賠

償

金

受

取

國

の

獨

乙

商

品

に

對

す

る

需

要

槽

加

に

依

つ

て

獨

乙

は
 

そ

の

輸

出

商

品

慎

称

を

低

下

せ

し

め

る

事

な

く

し

て

輸

出

起

過

が

得

ら

れ

る

普

で

あ

る

。

即

ち

物

々

交

換

條

仲

は

獨

乙

に

と

つ

て

決

し
 

て

不

利

で

は

な

く

な

る

で

あ

ら

ぅ

。
'以

上

が

オ

r

リ
ン
の
主
張
で
あ
る

0 

此

處

に

紹

介

せ

ん

と

す

る

ィ

バ

1

や

V

の

衆

#

は

、

右

の

如

キJ

資

金

移

動

，機

構

に

關

す

S
.
1歇

の

見

解

に

付

て

a

前

者

を

古

典

的

理
 

論

、

後

者

を

近

代

的

測

«

と

名

付

け

、

そ

の

，學

，說

史

的

發

展

を

她

る

と

共

に

、

オ

ー

リ

ン

流

の

見

解

の

安

當

な

る

事

を

實

證

的

に

論

證
 

せ

ん

と

し

た

も

，S

で

あW
'
。

被

れ

擧

說

史

的

’研

究

は

义

1
.
ン
ト
ン

V
.
リ

办

.
1
ド

ょ

り

筆

を

起

し

、

現

在

に

至

る

迄

の

重

要

な

論

者

の

殆

80

ん.ゼ
總
て
を
網
繊
ム
て
.超
：ま
{を
：

Q

論
述
は
詳
細
を
趣
め
此
處
s

d

l介
す
る
紙f

持1

5

、

が
ぐぃI

.

移
動
機.構
に
.關す
る

理 

諭
を
研
究
せ
：ん
.と
ホ
索
に
：：と
ら
ホ
は
好
；個
の

.文献であらうンデ

/ 

:

彼
は-fn

典
的
並.ぴ
レ
ポ
近
代
的
息
解
の
學
說
史
的
發

M
を
地
つ
、た
後
、を
何
れ
を
辩
る
ぺ
無
：か
を
決
定
す
べ
く
實
誰
的
分
析
を

‘行.ふ
。 

日
： '

之
巻
，®
の
見
解
が
：

一 :1

奢
選
一
ま
相
互
撞
着
的
な
も
の
か
、
：旁

 

又
雨
者
の
：
 

解
：̂.よ
♦
包
括
的
な
理
論
：
.ゆ
迄
綜
合
せ
ら.る
べ
孝
か
と
云
ふ
事
情
を
見
出
す
域
め
に

-
翁g

的
推
論
か
ら
轉
じ
て
良
體

め

事
例リ
ポ 

納
.的
分
析
へ
：，
.と
進
：み
、.國
際
資
本
移
励
が
實
際
如
何
：：に

..行
は
れ
て.居
.る
か
を
探
究‘す
る
事
が
當
然
で
：；

^
り
，.叉4.:

嬰
で.あ
る
と
者
へ
.ら
れ 

る
。

」

：
，
き
か
く
，

F

彼
ほ.佛
、

:

英
、，米
、
加
奈
陀
、ニ
亜
爾
然
丁
等
に
付
て
具
體
的
資
料
を

.漁
る
事
だ
依
つ.：て
、
：i
s
の
理
論
を
吟
味
し 

以
：
て
：
近
ぐ
的
理
論
ぬ
參
當
性
を
主
張
：し
や
と
ず
，る

0

併
し
乍
ら
之
は
決
し
て
.容
易
な

企て

^

即
ち 
一
に
は
與
へ
ら
t

る 

絲
許
的
資
料
の
：不
売
全
な
事
、..！

 IQ

に
は
複
雜
な
る.經
濟
：現
象
か
ら
資
ホ
移
動
1

購
：買
ヵ
移
励|

商
品
移§
と
云4!̂'

聯
の
關
係 

タ
ぶ
抽5!

し
得
な

.S

事
S

め
て
右
の
試
み
の
成
功
は
凝
は
し
い
。
彼
自
身
、

「

近
代
的
移
動
理
論
の
愛
當
性
の
統
計
的
論
®
は
事 

實
上
不
市
能
で
あ
る
。
し

事
，： id

吿
由
し
て
居
る

：

f r

併
し
も
た
.と
：
へ
そ
：れ
が
繁
し
て

.居
る
論
讚
を
な
し
得
な
レ
と

3:

て
も’
そ
の
‘爲 

め
に
資
本
移
動—

の
理
解
ほ
よ.れ
深
め
.ら
れ
る
で
あ
ら

ATN?
」

ととS
ふ
意
味
でハ
徒
來
ポ
プ
：
.ソ
，ン
，タク

シ.ツグ、.
ヴ

 
'
ァイチ

ー
、エ
 

ンデ？：，

ル.等
に
依
つ
て
提
供
.せ
ら
れ
た
國
際
資
本
移
動
の
：資
料
に
對
し
て
更
に

1

つ
の
重
耍
な
追
加
を
な
し
た
も
の
と
云
へ
や

1

而
し.

％
攀
者
の
：最
も
與
⑩
ど
引
か
れ
た
部
分
は
、
系
の

.隨
#
に
見
出
あ
れ
を
所
の
在
皿
®
並.
mに.近
代
的
貿
易
理
論
と
资
本
移
I
 

構

分

理

的

關：

聯
に
駒
す
を
：說
明
せ
；ホ
る
ま

，
/
:
:
.
.
; 

ン

ベ

•

.,̂
1

者
は
資
本
務
旧
機
®
に®
ず
る
：.近
代
的
理.縦
の
，

板
；； 4*,

的
特
貧
を
、..資
本
移
動
に®

直
接g

影
'響
と
じ
：て
購
買
力
移
動
云
ふ
.點 

像

ま

：
る
。

最
も
重
要
な

i

は 
>
:
.
货
僻
的
購
賈
ヵ
後
®
の
；趣
接
並
び
：：
^

^
れ
鼓
響
お
無
視
，す
‘る

®

ぢ
國
ぎ本
格

肋

，，
 

國
1

本
振
動
：の1
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k
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機
構
の
滿
足
&
說
明
が
不
可
能
だ
と11̂

4
事
セ
あ
る
0
之
祭
の
影
響
©
^
味
と
：そ
說
明
：の
出
發
點
を
潔
し.な
け
れ
ぱ
#

ら
な
い
0
此 

の
#

本
的
事
賞
を
强
調
す
る
：事
が
即
ち
：近
代
的
移
動
现
論
わ
特
色
.で
あ
る
：。

」

と
。
：而
し
てto

：

典
的
：i

に
.於
て
右
の
；f

資
本
移
動
I
 

-
-購
資
力
移
§
.
の
，關
係
が
等
閑
に
付
ぜ
ら
れ

V

居
た
事
は
*
そ
の
貿
易
理
論
即
ち
國
際
償
格
理
論.の
理
論
的
性
質
の
：必
然
的
結
果
で
あ 

る
'ど
肴
做
'さ
れ
る
0
:

#
者
は
古
典
派
的
見
解
が
、
何
故
に.國
®

本
移
動
の
價
格
ぺ
及M

す
影
響
を
正
し
.
認
識
し
得
な
か
つ
た
か
と 

1
K

ふ
.事
に
關
レ
ま
.
次
-の
如
き
五
つ
の®
由
を
擧
げ
て
居
る
マ.一

v

 

-
::v

て
-

.

、；：
：
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：
：
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::「：C
G

凰
★
古
典
學
i

者
は
價
格
關
係0
分
析
を
國
際
間
に
交
慕
さ
れ
る
商
品
並

I
S

に
勞
務
に
付
て
み
限
定
し
て
し
ま
ふ
。

::(

.二
：

)

國
內
商
品
：が
者
慮
せ
ら
れ
る
場
合
に
於
て
も
*
輸
入
商
品
、
輸
出
商
品
並
び
に
國
品
の
三
グ
ル
ー
ズ
わ
間
に
、
：.確
定
的
な 

，
眼

界

線

：
を

設

®

す
るV

.
:
パ
：
：；

.：

.

-
:

ぐ
.

W
: 
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:v
ニ
；
パ
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：• 

：：：，
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Yベ 
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 C
1
©

國

間

菌

を

諭

す

る

際

に

は

、
古
典
學
派
論
者
は
常
に
そ
：の
：分
析
を
當
事
國
の
：間
題
に
の
み
局
膜
す

.る
。
，彼
等
は
資
本
輸 

,:
w
國
と
資
本
.輸
入
國
の
.事
情
を
割
照
ず
.る
け
れ
ど
：も
ク
そ
れ
以
外
の
國
を
.考
慮
す
る
事
を
じ
な
：い
：。

：

.

.:(M
)

更
に
、
：
像
常
費
用.の
假
走
0
«
,
力
ー
ド
慣
値
論
0
假
定
> 
即
ち
總
.ゆ
る
商
品
の
生
産‘に
'於
て
勞
働
と
$

が
同
キ
わ
割
合
で
結 

-

合
さ
れ
る
事
，‘並
び
..に
異
糊
勞
働
が1

定
せ
る
報
酬
率
に
依
つ
て
ま
拂
は
れ
る
事.

)

が
、
：®
み
な
る
.生
産
要
素
：の
相
對
的
稀
少
性
の
影 

鶴
並
び
に
各
稲
商
ロ
叫

a

相
對
的
費
用
の
需
耍
條
仲
に
伴
つ

V
變
化
す
る
事
を
先
験
的
に
：

S
S

る
6
セ
あ
る
.̂ 

;
. 

:

.
:
: 

(

.五)

ね
後
に
、
古
典
擧
派
論
者
が
貨
幣
的
購
買
力.移
動
に
依
る
直
接■
揉
ぬ
影
響
の
考
慮
に
關
す
る
完
全
な
る
失
敗
は
、
彼
等
が
國 

除
資
本
移
動
.の
必
然
的
隨
伴
現
象
で
あ
る
と
信
じ
て
居
，る
貿
易
の
物
タ
交
換
.條
仲
に
於
け
る
變
化
を
誇
大
視
す
る
に
至
一
.ら
し
め
た
。
し 

:
;

さ
：て
古
典
學
派
論
者
の
國
際
價
格
の
說
明
は
、
次
の
如
く
要
約
し
得
る
。

(
拙

稿「

國
際
偵
狩
理
諭」

本
誌
昭
和
十
年
八
月
號
參
照

) 

各
國C

に
於
て
は
働
價
値
法
則.が
安
當
し
得
，る
け
れ
ど
も
、
國
際
間
に
は
そ
の
基
本
的
前
提
た
る
勞
働
資
本

0
i

由
移
動
がII

め
ら

eだ

れ
.な
い
結
果
、
此
處
に
比
較
生
産
費
の
差
異
が
發
生
す
る
。
而

V
て
此
の
比
較
生
産
費
差
異
は
.正
貨
の
a
働
的
調
節
に
味
つ
て.

fj

各
國 

に
於
け
る
同

一

商
品
償
格
の
絕
對
的
差
異
に
轉
化
さ
れ
る

Q
そ

の

結

果

各

國

間

に

，
分

業

.が

完

全

に

行

は

れ

、
，
賞

，易

商

品

並

び

に

貿

易

方
 

向
が
決
定
さ
れ
る0
か
く
し
て
貿
暴
の
對
缴
と
な
れ
る
商
品
の
價
精
は
，
各
國
相
互
の

®
耍
の
强
度
の
關
係
に
依

<:>.

て
決
定
さ
れ
る
。 

即
ち
彼
等
は
先
づ
比
較
生
産
費
原
理
を
以
て
各
國
の
償
：格
平
準
間
の

.關

係

、

，
從

，

0
て
何
故
に
國
際
間
に
偵.格
：

Q

差
襄
が
發
生
し
て
貿
易 

が
行
は
れ
る
；に
至
る
か
を
說
明
し
、
次
レ
で
斯
く
レ
て
國
際
貿
易
に

..入
込
み
來
れ
る
商
品
の
償
格
.

(：

即
ち
國
際
償
格

y
:

の
.
決

定

を

國

際
 

償
値
法
則
を
以
て
說
明
ず
.る
と1K

ふ一
1

つ
の
論
理
：上
の
段
階
を
經
.て
；解
決
し
た
。.斯

く

：
の

如

き

理

諭

禱

成

は

：
必

然

的

，
に

古

典

學

派

論

者 

の
®
^
を
レ
て
部
分
的
或.ひ
は1'

方
的
た
ら
レ
め
た
の
で
あ
る
。
ン

パ

ー
ヤ
ン
：の
列
：攀
せ
も
古
典
派
理
論
：

'の
ケ
陷
の
前
半

(
(
一
)

ハ 

な
：10
ハ

会

さ.

も
亦
之
と
同

一;

の
事
由
に
基
く

O.L

即ち國値法

g

に

依

る

國

際
.®
格
.決

定

以

前

に

，
豫̂

め

比

較

生

産

費

原

.
理

を

以 

'て
各
國
の
賞
易
商
：品
並
び
に
f

運
動
を
決
定
す
る
結
果
、

：

國
際
價
格
の
說
明
の
際
に
.：̂K

.
1

)

貿
凝
商
品
の.み
が
薄
祭S

對
照
：と
な 

り
、：i 

0

旣
に
各
國
の
輸
入
商
品
、
輸
出
商
品
、
：
國
內
商
品
は
決
定
せ

.ら
れ
て
居
り.、
.更
に
又(

三)

相
互
に
賛
を
行
ふ

f

 j

國
の
み
が 

.ぐ
慮
さ
れ

.る
事

と

な

る

の

，
で

.あ
る
？

、
：

.

.

. 

；.」

.,
-

.

V
而
し
て
が〜

る
事
情
を
.

.一

言
に
し
て
云
へ
ぱ>
:
古
典
學
派
論
者
が
國
際
貿
易
を
單.に
物
ダ
交
換
i
看
做
し
'た
事
で
.あ
る
0
國
際
偵
格 

，
現

象

は"
當
事
國
双
方$:

輸
出
す
る
，商
品
の
交
換
比
率
と.-̂
て
、
：當
事
國
相H

の
霞
耍
'の
均
衡
に
法
..ウ
て
說
明
さ
れ
た
？-',從
：つ

て

幣 

經
.濟
下
に
於
て
は
、：#W

に
輸
出
入
す
る
商
債
格
總
額
め
均
衡
に
依
り
て
示
さ
：れ
ぇ

0

故
に
若
ム
何
笠
かP
事
情
が
ゥ
當
事
哼̂

に

於

け

る

物

腐

を

騰

貴

せ

し

め

、

他

方

：に

於

け

.る

物

償

を

，下

落

せ.

.3

め

：る
‘な

ら

ば

、
.'物

..々

交

換

條

件

即

ち

相

互

，に

交

換

さ

れ

る

商

品

數
 

愛
0

比

率
は
、
：前

者

に

と

つ

て

有

利

と

な

り

後

者

に

ふ

ク

て

不

利

と

な

る

で

あ

ら

ぅ

。

而

しH

古

典

學

派

論

者

に

依

れ

ば

資

本

の

國

際 

的

移

動

も

亦

斯

ズ

の

如

き

事

情

を

惹

起
‘：せ

し

め

る

耍

因

の.

1
:0

で

あ

る

。

即

.

A

資

本

め

：移

動

す

，る

給

嚴

、

爲

替

相

場

が

現

送

黯

を

超

：へ 

國
際
資
本
移
動
®
間
題 

1
5

1
a

<
£

!
〕
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S
 

a

八
セS

O

て
變
動
し
ハ
：
.
.
®货
が
資
本
流m
,國r̂,5.

流
入
國
 

<
.と
移
励
す
る
。
從
ウ
て
物
慎
が
：前
者

‘に'於
て
低
落
も
、
後
者
に
於
て
.騰
貴
お
、.：此
處 

.に
前
述
せ
る
が
如
き
物
.々
交
換
條
仲
の.變
化¥
=
5
^
は
れ
る
に
ポ？^
?
,
.
>
\
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r
.

’パ.右Q
說
明
お
關
聯I

)

て,
.

哲C

學
撒
資
凝
鍵
論
に
す
つ
：

©
.重
耍
な
前
提
の
存
在
す
る
：事
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

s
o
 :

即
ち 

旧
貨
ま
1

i

數
置
のm
減——

慣
梭
の
騰
落
叩
に
.：比.例
的
な
關
係
を
報
め
ろ
と
云
ふ
事
實

-で
あ
え
。ン
比
'較
生
産
費
原
理
め 

示
す
生
産
費
の
：比
较
的
：差
異
を
惯
梢
の
：絕

.動
的
差
異
に
轉
化
せ
し
め
る
：過
程
に
於
て
、
貨
幣
數
貴
の

.檢
減
に
‘伴
つ
て
各
商
品
慣
格
が
何 

れ
尼
同

a

比
率
を
以
て
騰
落
す
る
と
S

事
が
論
理-
耍̂
請
さ
れ
る
。
：加
ち
如
何
な
る
事
情
に
依
つ
て
物
慣
變
動
が
惹
起
す
る
と
し
て
力 

も
、...各國
に
於
け
る-總
で
の
商
品
の
相
對
的
慣
格

'V

或
ひ
は
各
商
品
價
格
の
相
對
的

'差
異)

は
、
何
等
の
影
響
を
も
蒙
ら
な
い
と
看
做
さ 

な
け
れ
ば
な
ら
，な
.い
ヴ
而
レ
で
斯
る
推
論
は
前
述

'せ
る
資
本
移
動.1
購
貿
力
.移
動
の
理
論
と
全
ズ
相
容
れ
な
い
事
は
明
か
で
あ
ら 

ぅ
。
，-即
ち
資
本
移
動
に
傩
つ
て
腊
賈
力
が
移
動
す
る

.も
，のi
す
れ
ぼ
：、
そ
れ
に
依
つ

i

て
資
本
流
入
國
に
.於
は
を
各
商
品
..の
相
對
的
慎
格 

0
關
係
ほ
亂
さ
れ
る
。
..何
故.な
れ
ぱ
資
本
流
人
國
に
於
け
る

'增
加
せS
れ
.た
：購
賈.力
が
各
商
品
に.對'し
てT

様H

向
.け
：ち
れ
る
.事
は
期 

待
籍
な
バ
か
ら
で
あ
る

0
.
.

1

般
に.一.
:
0問
の
購
買
力
の
移
動
は
、
一
ム
國
に
於
！

ざ̂
全.購
資
者
の#
賀
力
が
增
滅
す'る
事
を
.意
味
し
な 

い
ぽ
赚
貿
力
の
稽
減
は
特
殊

C

人
タに

.

局
吸
さ
れ
る0:從
つ

：.

て
資
本
移
勘
の
直
接
的
影
響
は
え
等

S：

八
々
凝
特
に
關
心
を
持
つ
商
品
に 

集
中
さ
：ル
、
：、

M
格
變
化
の'混
亂
が
殺
生
す
る
.づ
即
ち
物
懷£
'缺
的
騰
貴
の
代
り
に
價
格
の
個
器
變
動
な

.る
：現
象
が
顧
は
れ
る
の
で
‘ 

あ
る0
"
.か
ぐ
典
的
見
解
即
あ
資
本
移
励
^
—

:ル货
移
動

T-̂
貨
幣
數
量
增
減

——

.1

般
的
物
.偕
騰
落
る
は
全
く
異
つ
た
結
論
が
得 

ら
れ
る
：ク
 

‘：
；
：

■̂:
 

M
.
,
, 

- 

.

.

.
:
.
お
の
如
き
事
情
を
著
者
ィ
バ

，，.
1
:

セ
ン
は(

前
述
せ
る
古
典
的
理
論
の
：欠
略
の

(
S

と
‘し
て)

趣
；

i

生
商
費
原
理
の
前
提
た
る
努
働
資 

本
割
合

Q：

同j

と
ー|
ふ̂
纖
か
ら.次
の
如
く
說
明
す
る
。
日
く
、

「

總
ゆ
あ
商
品
の
：
i

に
於
て、
勞
働
と
資
本
が
同

r

ね
割
合
を
以
て
綺

合
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
リ
ヵ
ー
ド
流
の
假̂̂
は
、
國
際
齋
本
移
励
の
問
題
に
於
て
特
に
不
幸
に
思
は
れ
る
0
そ
れ
は
各
國
に
於
け
る
勞 

働
と
資
本
の
稲
々
異
れ
る
相
對
的
稀
少
性
、
並
び
に
相
對
的
稀
少
性
が
生
産
.
素
移
動
と
商
品
移
動
へ
與
へ
る
影
響
に
關
す
る
適
當
な 

考
察
を
妨
げ
る
0
此
の
假
定
が
除
却
せ
ら
れ
る
や
否
や
、
資
本
が
移
動
す
る
場
合
に
明
待
さ
れ
る
所
の
、
相
對
的
赁
銀
率
と
利
潤
率
が 

當
事
國
に
於
て
ぼ
對
の
方
向
に
變
励
し
て
生
産
費
に
異
っ
た
彩
響
が
與
へ
ら
れ
る
と
云

.ふ
事
實
を
明
か
な
ら
し
め
る
事
が
出
來
る
。
他 

方
古
典
派
的
假
定
は
、
國
際
貿
易
の
み
に
依
存
す
る
相
對
的
償
格
が
何
等
影
響
を
受
け
な
い
と
云
ふ
結
論
に
導
く
の
で
あ
る
。
し
と

。

'

何
れ
に
し
て
も
、
古
典
學
派
國
際
慣
お
理
；

a

體
が一

方
的
、
部
分
的
分
析
で
あ
る
吸
り
、
资
本
移
励
に
伴
ふ
購
責
ヵ
移
動
に
依
っ
て 

生
す
る
现
象
に
對
し
て
滿
足
な
說
明
を
與
へ
得
な
レ
の
で
あ
る
。
即
ち
あ
典
派
理
論
が
、
各
國
に
於
け
る
商
品
の
相
對
的
慎
精
の
：關
係 

は
如
何
な
る
事
情
に
依
つ
て
も
變
ぜ
し
め
ら
れ
な
レ
と
假
定
す
る
以
上
、
購
買
力
變
化
の
影
響
を
云
々
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
然 

ら
ぱ
そ
れ
は
如
何
に
す
れ
ぱ
可
能
で
あ
る
か
。
云
ふ
迄
も
無
く
古
典
派
的
理
論
を
拾
て

〜

、
近
代
的

1

般
询
衡
理
論
を
以
て
代
置
す
る 

事
に
依
つ
て
な
さ
れ
る
。
か
く
て
奢
者
ィ
バ
ー
セ
ン
は
、
力
ッ
セ
ル
、
オ
ー
リ
ン
等
の
近
代
的
國
際
慣
格
理
論
と
同

1

の
立
場
に
立
ち
，
 

資
本
移
動
の
现
象
を
次
の
如
く
説
明
す
る
。
日
く
、
國
際
資
本
移
動
は
、

r

個
人
か
ら
他
の
個
人
'へ
購
買
力
が
移
励
す
る
如
く
、
籍
耍 

の
方
向
即
ち
異
れ
る
商
品
問
の
需
要
の
.分
配
に
影
響
を
與
へ
る

。
.
.
.
.
國
際
資
本
移
動
は

T

部
商
品
が
需
要
さ
れ
る
事
を
意
味
し
、
そ 

れ
は
異
れ
る
地
方
で

I

部
商
品
が
需
要
さ
れ
る
事
を
意
咏
す
る
。
而
し
て
各
商
品
生
産
に
於
て
生
產
耍
素
が
異
っ
た
割
合
で
結
合
さ
れ 

て
居
る
給
渠
、
そ
れ
は
生
産
要
素
の
相
對
的
稀
少

性
、
生
産
方
法
、
商
品
の
相
對
的
懷
格
に
影
響
を
與
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。

一

般
に生
# 

要
素
商
品
に
關
す
る
、
販
寶
さ
れ
た
全
慣
格
數
量
へ
の
之
等
變
化
の
與
ぺ
る
可
能
的
影
響
は
近
代
的
償
路
理
論
が
そ
れ
に
依
っ
て
全
價 

格
機
構
を
描
寫
す
る
所
の
同
時
的
一
齊
的
均
衡
の
組
織
に
依
っ
て
示
さ
れ
る
。

」

と
。
之
が
彼
自
身
の
近
代
的
理
論
の
基
本
的
部
分
で
あ 

る
。
 

(
一

九
三
六
、

1
0
、

ニ
四
稿

)

國
際
資
本
移
動
の
問
题
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